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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼部の断層画像から複数の層境界を検出することにより、複数層のそれぞれの層厚を取
得する取得手段と、
　前記複数層のそれぞれの層厚に基づいて、前記複数層のそれぞれの層厚を前記複数層の
一の層境界を基準線とする同一のグラフに示す層厚グラフを作成する層厚グラフ作成手段
と、
　前記層厚グラフと前記検出した複数の層境界を示す線が重畳された前記眼部の断層画像
を表示手段に表示させる表示制御手段と、を有し、
　前記層厚グラフ作成手段が作成した層厚グラフは、前記眼部の断層画像の層境界を示す
線と、線の色又は線の種類で対応付けられていることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記層厚グラフ作成手段は、基準線の上下に単数のグラフ、基準線の上下に複数のグラ
フ、基準線の上に複数のグラフ、基準線の下に複数のグラフのいずれかとする層厚グラフ
を作成することを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記層厚グラフ作成手段は、前記基準線の上と下とにそれぞれの断層画像から取得した
前記複数層のそれぞれの層厚に基づく層厚グラフを作成することを特徴とする請求項２に
記載の画像処理装置。
【請求項４】
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　前記層厚グラフ作成手段は、帯状の形状で表される正常眼の層厚を含む前記層厚グラフ
を作成することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　眼部の断層画像から複数の層境界を検出することにより、複数層のそれぞれの層厚を取
得手段が取得する取得工程と、
　前記複数層のそれぞれの層厚に基づいて、前記複数層のそれぞれの層厚を前記複数層の
一の層境界を基準線とする同一のグラフに示す層厚グラフを層厚グラフ作成手段が作成す
る作成工程と、
　前記層厚グラフと前記検出した複数の層境界を示す線が重畳された前記眼部の断層画像
を表示手段に表示制御手段が表示させる表示制御工程とを有し、
　前記層厚グラフ作成手段が作成した層厚グラフは、前記眼部の断層画像の層境界を示す
線と、線の色又は線の種類で対応付けられていることを特徴とする画像処理方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の画像処理方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、眼部の断層画像を表示するための画像処理装置に関し、特に眼部の層厚に関
する情報を表示するための画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光干渉断層計（ＯＣＴ；Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｏｈｅｒｅｎｃｅ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ
）などの眼部の断層画像撮影装置は、網膜層内部の状態を三次元的に観察することが可能
である。この断層画像撮影装置は、疾病の診断をより的確に行うのに有用であることから
近年注目を集めている。
【０００３】
　眼科の診断においては、網膜層全体の状態を把握するためにボリューム画像と、低画質
な断層画像には写らない層を把握するための高画質な二次元断層画像とが用いられる場合
がある。なお、ボリューム画像とは二次元断層画像の集合のことをいう。
【０００４】
　図３にＯＣＴで撮影した網膜の黄斑部断層画像の模式図を示す。図３では、網膜層内の
各層１～１０と、ｚ軸方向に並行な１列の画素列Ａ（Ａ－ｓｃａｎ）を示している。断層
画像は、同一平面上に位置する複数のＡ－ｓｃａｎで構成される。例えば、このような断
層画像が入力された場合に、層の厚みを計測できれば、緑内障などの疾病の進行度や治療
後の回復具合を定量的に診断することが可能となる。これらの層の厚みを定量的に計測す
るために、コンピュータを用いて断層画像から網膜の各層の境界を検出し、層の厚みを計
測する技術が開示されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－０７３０９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１では、複数の層間の厚み情報を関連付ける思想はない。そのため、
複数層の層厚分布を把握しづらい場合がある。
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、複数の層情報を関連付けて表示するこ
とで、複数層の層情報を把握し易い画像処理装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　上記目的を達成するための、本発明の一態様による画像処理装置は、
　眼部の断層画像から複数の層境界を検出することにより、複数層のそれぞれの層厚を取
得する取得手段と、
　前記複数層のそれぞれの層厚に基づいて、前記複数層のそれぞれの層厚を前記複数層の
一の層境界を基準線とする同一のグラフに示す層厚グラフを作成する層厚グラフ作成手段
と、
　前記層厚グラフと前記検出した複数の層境界を示す線が重畳された前記眼部の断層画像
を表示手段に表示させる表示制御手段と、を有し、
　前記層厚グラフ作成手段が作成した層厚グラフは、前記眼部の断層画像の層境界を示す
線と、線の色又は線の種類で対応付けられていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、複数の層情報を関連付けて表示することで、複数層の層情報を把握し
易くなる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】画像処理システムの構成を示す図である。
【図２】画像処理装置における処理の流れを示すフローチャートである。
【図３】網膜の黄斑部断層画像の模式図である。
【図４】層厚グラフを説明するための図である。
【図５】画像処理装置の表示の一例を示す図である。
【図６】画像処理装置の表示の一例を示す図である。
【図７】画像処理システムの構成を示す図である。
【図８】画像処理装置における処理の流れを示すフローチャートである。
【図９】画像処理装置の表示の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　［実施例１］
　以下、図面を参照しながら、本発明の第１の実施形態について説明する。なお、本実施
形態に係る眼科装置は、基準となる層境界に対して複数の層の厚みを１つのグラフに視認
性良く表示することを特徴としている。
　以下、本実施形態に係る画像処理装置を備える画像処理システムについて、詳細を説明
する。
【００１１】
　図１は、本実施形態に係る画像処理装置１１０を備える画像処理システム１００の構成
を示す図である。図１に示すように、画像処理システム１００は、画像処理装置１１０が
、インタフェースを介して断層画像撮影装置１２０と接続されることにより構成されてい
る。
【００１２】
　断層画像撮影装置１２０は、眼部の断層画像を撮影する装置であり、例えばタイムドメ
イン方式のＯＣＴやフーリエドメイン方式のＯＣＴからなる。なお、断層画像撮影装置１
２０は既知の装置であるため、詳細な説明は省略する。
【００１３】
　画像処理装置１１０は、画像取得部１１１、記憶部１１２、層解析部１１３、表示制御
部１１４とを備える。層解析部１１３は、取得部１１５、層厚計算部１１６、層厚グラフ
作成部１１７からなる。画像取得部１１１は、断層画像撮影装置１２０により撮影された
断層画像を取得し、記憶部１１２に格納する。取得部１１５では、記憶部１１２で記憶し
ている断層画像から層を検出する。層厚計算部１１６では、取得部１１５で検出した層の
厚みを計算し、層厚グラフ作成部１１７では、計算した層の厚みから層厚グラフを作成す
る。次に、図２（ａ）を参照して本実施形態の画像処理装置１１０の処理手順を示す。
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【００１４】
　＜ステップＳ２０１＞
　ステップＳ２０１では、画像取得部１１１は、断層画像撮像装置１２０から断層画像を
取得する。そして、記憶部１１２に断層画像を記憶する。
【００１５】
　＜ステップＳ２０２＞
　ステップＳ２０２において、取得部１１５は、ステップＳ２０１で取得した断層画像の
各Ａ－ｓｃａｎから網膜層内部の各層を検出する。網膜層内部の層検出について図３を用
いて説明をする。図３は、網膜の黄斑部断層画像を示している。１は内境界膜（ＩＬＭ）
、２は神経線維層（ＮＦＬ）、３は神経節細胞層（ＧＣＬ）、４は内網状層（ＩＰＬ）、
５は内顆粒層（ＩＮＬ）、６は外網状層（ＯＰＬ）、７は外顆粒層（ＯＮＬ）、８は外境
界膜（ＥＬＭ）、９は視細胞内節外節接合部（ＩＳ／ＯＳ）、１０は網膜色素上皮層（Ｒ
ＰＥ）を表す。取得部１１５は１～１０の各層の少なくとも１層を検出する。ここで、取
得部１１５が層を検出するというのは、層と層の境界を検出することと同じである。例え
ば、硝子体と網膜との境界の内境界膜１と、神経線維層２／神経節細胞層３との境界を検
出することで、神経線維層２を検出することになる。
【００１６】
　網膜層の検出について、まず、断層画像に対して、メディアンフィルタとＳｏｂｅｌフ
ィルタをそれぞれ適用して画像を作成する（以下、メディアン画像、Ｓｏｂｅｌ画像とす
る）。次に、変換したメディアン画像とＳｏｂｅｌ画像から、Ａ－ｓｃａｎ毎にプロファ
イルを作成する。メディアン画像では輝度値のプロファイル、Ｓｏｂｅｌ画像では勾配の
プロファイルとなる。そして、Ｓｏｂｅｌ画像から作成したプロファイル内のピークを検
出する。検出したピークの前後やピーク間に対応するメディアン画像のプロファイルを参
照することで、網膜層を検出する。
【００１７】
　＜ステップＳ２０３＞
　ステップＳ２０３では、層厚計算部１１６が網膜層の厚みを計算する。この処理につい
て図３を用いて説明する。例えば、ステップＳ２０２において、内境界膜１と、神経線維
層２／神経節細胞層３との境界を検出したとする。この場合、神経線維層２の厚みを計算
することとなる。層の厚みは、ｘｚ平面上の各ｘ座標において、内境界膜１のｚ座標と、
神経線維層２／神経節細胞層３境界のｚ座標との差を求めることで計算出来る。さらに、
層厚計算部１１６は、厚みだけではなく、層の面積や体積を求めても良い。神経線維層２
の面積は、１枚の断層画像においてｘ軸の各座標点での層厚を加算することによって計算
出来る。また、神経線維層２の体積は、求めた面積をｙ軸方向に加算することで計算出来
る。層厚計算部１１６で求めた計算結果は記憶部１１２に記憶しておく。
【００１８】
　ここでは、神経線維層２の計算を例に説明したが、他の層や網膜層全体の厚み、面積、
体積も同様にして求めることが出来る。
【００１９】
　＜ステップＳ２０４＞
　ステップＳ２０４において、層厚グラフ作成部１１７は、層厚グラフに厚みの結果を表
示する層の選択を行う。層厚グラフに表示する層は、記憶部１１３に保存されている初期
化時に決められている層を選択するようにしても良いし、病名に応じて層を選択してもよ
い。病名に応じて層を選択する場合の病名の取得方法例として、撮影時のスキャンパター
ンと病名とを関連付けておくことで、入力された断層画像の撮影パターンによって病名を
取得する。あるいは、患者情報に記載されている病名を取得する。あるいは、取得部１１
５が断層画像から網膜層を検出する時に、画像特徴や網膜層の形状特徴から病名を判定す
るなどの方法がある。
【００２０】
　本実施例においては、緑内障眼の断層画像が入力された場合について説明をする。
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【００２１】
　＜ステップＳ２０５＞
　ステップＳ２０５において、層厚グラフ作成部１１７は、ステップＳ２０３で求めた層
の厚みから層厚グラフを作成する。この処理について図４を参照して説明をする。図４は
、神経線維層２、神経節細胞層３、内網状層４の三層を合計した網膜神経節細胞複合体（
ＧＣＣ）の層厚グラフを作成する例である。
【００２２】
　緑内障は神経節細胞が死滅することによって、神経節細胞層３、神経線維層２の層厚が
薄くなっていく。そのため、神経線維層２、神経節細胞層３、内網状層４の三層を合計し
た網膜神経節細胞複合体を用いて層厚の評価を行うことで、緑内障の進行具合や治療の効
果などをみる。これら三層の中で層厚の変化が大きいのは神経節細胞層３であり、次に神
経線維層２、最後に内網状層４である。そのため、全体厚の変化と各層との厚みの変化を
同時に表示することで、各層の厚み変化の相関を見ることが出来る。
【００２３】
　層厚グラフ作成処理では、断層画像での層と層厚グラフとの対応付けを行う処理と、基
準とする層の選択処理がある。これについて図２（ｂ）と図４を用いて説明する。
【００２４】
　＜ステップＳ２５０＞
　ステップＳ２５０において、同一眼において、複数の層厚を含んだ１つの層厚グラフを
作成する場合、層厚グラフにおける層の厚みが、断層画像のどの層に対応しているのかを
分かり易くする必要がある。そのため、断層画像に重畳する層境界線の色と層厚グラフの
線の色とを同じにして層厚グラフを作成する。層厚グラフ作成部１１７は、記憶部１１２
に記憶されている層境界線カラーテーブルを参照して線の色を決定する。例えば、層境界
線カラーテーブルに、内境界膜１は赤色、神経線維層２／神経節細胞層３との境界線は橙
色、神経節細胞層３／内網状層４との境界線は青色、内網状層４／内顆粒層５との境界線
は黄色として保存されているとする。その場合、図４（ａ）～（ｃ）の層厚グラフにおい
てＢ１は赤色、Ｂ２は橙色、Ｂ３は青色、Ｂ４は黄色となる。
【００２５】
　＜ステップＳ２５１＞
　ステップＳ２５１において、複数の層厚を表示する際の基準となる層を選択する。基準
となる層は所定の層を選択できるものである。
【００２６】
　図４（ａ）、（ｂ）は、複数の層の中に位置する境界を基準として、その上下に層厚グ
ラフを作成する。図４（ａ）、（ｂ）は、ステップＳ２０２において神経節細胞層３を検
出した場合の例である。
【００２７】
　図４（ａ）は、神経線維層２／神経節細胞層３との境界を基準（Ｂ２）とし、基準線の
上に神経線維層２の層厚、基準の下に神経節細胞層３、内網状層４の層厚グラフを作成し
、網膜神経節細胞複合体全体の層厚を表している。ここでは、網膜神経節細胞複合体の厚
みと各層２～４の厚みを表示しているが、神経線維層２と神経節細胞層３に注目して、神
経線維層２と神経節細胞層３のグラフとしても良い。
【００２８】
　図４（ｂ）は、神経線維層２／神経節細胞層３との境界を基準線（Ｂ２）とし、基準線
の上に神経線維層２、基準の下に神経節細胞層３の厚みをグラフとして作成した例である
。図４（ｂ）において、Ｎ２、Ｎ３は、複数の正常眼で層の厚みを計測した、層厚の正常
眼データベースを示している。ここで、Ｎ２は神経線維層２の厚みの正常眼データベース
、Ｎ３は神経節細胞層３の厚みの正常眼データベースを示している。正常眼データベース
が帯状の形状をしているのは、複数の正常眼の層厚を計測した際の層厚のばらつきを帯状
表示しているためである。すなわち、層の厚みグラフがこの帯状の範囲に収まっていなけ
れば、層の厚みが正常値から外れていることが示される。
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【００２９】
　図４（ｃ）では、表示する層の一番深部（ｚ座標の正の方向）に位置する層境界を基準
とし、その上に層厚グラフを作成する例を説明する。
【００３０】
　図４（ｃ）は、ステップＳ２０２において、神経節細胞層３を検出していない場合の例
である。内網状層４／内顆粒層５との境界を基準線（Ｂ４）とし、基準の上に神経線維層
２、神経節細胞層３＋内網状層４の層厚グラフとして作成している。ここでは図示しない
が、図４（ｃ）のように基準の片側にのみ層厚グラフを表示する場合においても、図４（
ｂ）で示すような層厚の正常眼データベースを含んだ層厚グラフを作成しても良い。
【００３１】
　なお、ステップＳ２０５からステップＳ２５１において、神経線維層２、神経節細胞層
３、内網状層４の層厚グラフを作成する場合の例を示したが、これらの層に限定するもの
ではなく、他の層も同様にして層厚グラフを作成する事が出来る。例えば、加齢黄斑変性
の場合は、老化現象によって黄斑部に異常が生じる病気であり、網膜が一部凹凸の形状に
なる。そのため、病気の程度を定量化するために、本来の網膜の形状からどれだけ形状が
変化したのかを計測する。その際には、不図示の網膜色素上皮層の推定位置を基準とし、
内境界膜１、網膜色素上皮層１０の厚みを計測した層厚グラフを作成する。ここで、網膜
色素上皮層の推定位置とは、取得部１１５において検出した網膜色素上皮層１０の形状か
ら、加齢黄斑変性でない場合の網膜色素上皮層の形状を推定したものである。推定方法と
しては、検出した網膜色素上皮層１０の座標点からＭ推定法などを用いて任意の関数（例
えば、二次曲線）で形状を推定する。あるいは、同一の被検眼において、加齢黄斑変性に
かかる前の網膜色素上皮層の形状データがある場合には、その過去データを用いて形状を
推定してもよい。もしくは、複数の正常眼から作成した一般の網膜色素上皮層の形状デー
タがある場合には、その一般データを用いて形状を推定してもよい。
【００３２】
　＜ステップＳ２０６＞
　ステップＳ２０６において、表示制御部１１４は、断層画像と、取得部１１５で検出し
た層の検出結果と、層厚グラフ作成部１１７で作成した層厚グラフを不図示の表示部に表
示する。この処理について図５を用いて説明をする。図５は断層画像５０１と層厚グラフ
５０２を表示部に表示する一例を示している。図５において、Ｂ１’～Ｂ４’は取得部１
１５が各層の境界を検出した結果を断層画像５０１の上に重畳表示したものである。図５
（ａ）は、断層画像５０１に層境界線Ｂ１’～Ｂ４’を重畳表示する際に、記憶部１１２
に記憶している層境界線カラーテーブルを参照して層境界線の色を決定する。したがって
、本実施例において断層画像５０１の上に重畳表示する層境界線の色は、Ｂ１’は赤色、
Ｂ２’は橙色、Ｂ３’は青色、Ｂ４’は黄色となる。図５（ｂ）は、層厚グラフ５０２に
表示している層全体に色を付けて、対応をとる例を示している。本実施例においては、神
経線維層２は橙色、神経節細胞層３は青色、内網状層４は黄色となる。網膜層全体に色を
表示する場合には、透明度を設定して半透明で表示をする。なお、透明度は任意に変更で
きるものである。
【００３３】
　図６に、色以外での対応関係をとる場合の断層画像６０１と層厚グラフ６０２と層境界
線Ｂ１’～Ｂ４’との表示例を示す。図６（ａ）は、断層像に重畳する層境界線Ｂ１’～
Ｂ４’と層厚グラフの線Ｂ１～Ｂ４の種類（実線、点線、一点差線など）を揃えた場合の
表示例である。また、図６（ｂ）は、層厚グラフ６０２の中に対応する層の名前を表示し
た例である。この場合は、層厚グラフ内部に対応する層の名前を表示しているが、グラフ
線の横に層の境界線の名前を表示するようにしても良い。なお、名前の表記については、
神経線維層、ＮＦＬ、ｎｅｒｖｅ　ｆｉｖｅｒ　ｌａｙｅｒなど実際の網膜層を判断出来
るものであれば任意のものを用いてよい。
【００３４】
　その他に、図示はしないが、層厚グラフに表示している層厚のグラフ線と断層画像中の
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層とを線で結ぶことで対応付けを行っても良い。
【００３５】
　なお、図５～図６に示した層と層厚グラフとの対応方法は１つだけ用いても良いし、複
数組み合わせて用いても良い。複数組み合わせる例として、層境界線と層厚グラフ線との
色を同じにし、層厚グラフ内部に層の名前を表示する方法が考えられる。
【００３６】
　＜ステップＳ２０７＞
　ステップＳ２０７において、不図示の指示取得部は、画像処理装置１１０による断層画
像の処理を終了するか否かの指示を外部から取得する。この指示は、不図示のユーザーイ
ンターフェイスを用いて、操作者によって入力される。処理を終了する指示を取得した場
合には、画像処理装置１１０はその処理を終了する。一方、処理を終了せずに、表示する
層厚を変更する場合には、ステップＳ２０４に処理を戻して、別の層厚グラフを作成して
結果を表示する。
　以上によって、画像処理装置１１０の処理が行われる。
【００３７】
　以上で述べた構成によれば、基準となる層境界に対して複数の層の厚みを１つのグラフ
に視認性良く表示する。そのため、層厚全体の変化と各層との厚み変化を同時に表示する
ことで、各層の厚み変化の相関を見ることが出来る。
【００３８】
　［実施例２］
　上記第１の実施形態では、同一眼において、複数の層を１つのグラフに視認性良く表示
する方法について述べた。本実施形態では、異なる複数眼の複数の層厚を１つのグラフに
表示することを特徴としている。
【００３９】
　図７は、本実施形態に係る画像処理装置７１０を備える画像処理システム７００の構成
を示す図である。図７に示すように、画像処理装置７１０は、画像取得部１１１、記憶部
７１２、層解析部７１３、表示制御部７１４、取得部１１５、層厚計算部１１６、層厚グ
ラフ作成部７１７とを備える。このうち、上記第１の実施形態と同様の機能を有するもの
に関しては、ここでは説明を省略する。
【００４０】
　層厚グラフ作成部７１７は、異なる眼の複数の層厚を１つのグラフにまとめた層厚グラ
フを作成する。異なる眼とは、例えば、右眼と左眼、同一眼の過去と現在などである。本
実施例では右眼と左眼の場合について説明をする。
【００４１】
　以下、図８、図９を参照して本実施形態の画像処理装置７１０の処理手順を示す。なお
、ステップＳ８０５、ステップＳ８５０、ステップＳ８０６以外は、第１実施形態と同様
なので説明は省略する。
【００４２】
　＜ステップＳ８０５＞
　ステップＳ８０５において、層厚グラフ作成部７１７は、ステップＳ８０３で求めた層
の厚みから層厚グラフを作成する。本実施例では、神経線維層２、神経節細胞層３の層厚
グラフを作成する例を説明する。
【００４３】
　＜ステップＳ８５０＞
　ステップＳ８５０において、異なる眼の複数の層厚を含んだ１つの層厚グラフを作成す
る場合、層厚グラフにおける層の厚みが、断層画像のどの層に対応しているのかを分かり
易くする必要がある。そのため、断層画像に重畳する層境界線の色と層厚グラフのグラフ
線の色を同じにして層厚グラフを作成する。層厚グラフ作成部７１７は、記憶部７１２に
記憶されている層境界線カラーテーブル１と層境界線カラーテーブル２を参照して線の色
を決定する。例えば、層境界線カラーテーブル１に、内境界膜１は赤色、神経線維層２／
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神経節細胞層３との境界線は橙色、神経節細胞層３／内網状層４との境界線は青色として
保存されているとする。そして、層境界線カラーテーブル２に、内境界膜１は桃色、神経
線維層２／神経節細胞層３との境界線は山吹色、神経節細胞層３／内網状層４との境界線
は水色として保存されている。その場合、右眼のグラフ線には層境界線カラーテーブル１
を適用し、左眼のグラフ線には層境界線カラーテーブル２を適用する。色の組み合わせは
ここで述べたものに限定されるわけではなく、層境界線カラーテーブル１と２において、
同じ境界線を示す色は補色の関係にあるものにしても良い。あるいは、層境界線カラーテ
ーブル１を原色、層境界線カラーテーブル２をパステルカラーなどにしても良い。
【００４４】
　また、層境界線の色と層厚グラフのグラフ線の色を合わせるのではなく、層境界線とグ
ラフ線の種類を揃えるようにしても良い。例えば、記憶部７１２に層境界線種類１が実線
、層境界線種類２が点線として記憶されているとする場合、右眼のグラフ線は実線、左眼
のグラフ線は点線とする。
【００４５】
　なお、右眼と左眼の層厚のグラフ線を１つの層厚グラフとする場合、右眼と左眼の層構
造は左右対称になっているため、片方の眼の層厚をｘの中心座標を中心に入れ替える。本
実施例では左眼の厚みを入れ替える。例えば、層の厚さを検出したｘ座標の範囲が０～ｎ
の場合、ｘ０の厚みＴｈ０と、ｘｎの厚みＴｈｎを入れ替える。同様にして、ｘ１の厚み
Ｔｈ１と、ｘｎ－１の厚みＴｈｎ－１を入れ替える。そうすることで、左右対称になって
いる層の厚みを、同じ座標で比較することが出来る。同一眼の過去と現在を比較する場合
には、上記の処理は行わない。
【００４６】
　＜ステップＳ８０６＞
　ステップＳ８０６では、表示制御部７１４は、断層画像と、取得部１１５で検出した層
の検出結果と、層厚グラフ作成部７１７で作成した層厚グラフを不図示の表示部に表示す
る。
【００４７】
　この処理について図９を用いて説明をする。図９は、右眼の断層画像９０１と、左眼の
断層画像９０２と、層厚グラフ９０３を表示部に表示する一例を示している。図９におい
て、Ｂｒ１’～Ｂｒ３’、Ｂｌ１’～Ｂｌ３’は取得部１１５が各層の境界を検出した結
果を断層画像９０１、９０２の上に重畳表示したものである。断層画像９０１、９０２に
層境界Ｂｒ１’～Ｂｒ３’、Ｂｌ１’～Ｂｌ３’を重畳表示する際に、記憶部７１２に記
憶している層境界線カラーテーブル１、層境界線カラーテーブル２を参照して層境界線の
色を決定する。したがって、本実施例の場合、断層画像９０１の上に重畳表示する層境界
線の色は、Ｂｒ１’は赤色、Ｂｒ２’は橙色、Ｂｒ３’は青色となり、断層画像９０２の
上に重畳表示する層境界線の色は、Ｂｌ１’は桃色、Ｂｌ２’は山吹色、Ｂｌ３’は水色
となる。
【００４８】
　さらに、色で対応を付けるのではなく、層境界線Ｂｒ１’～Ｂｒ３’、Ｂｌ１’～Ｂｌ
３’と層厚グラフの線Ｂｒ１～Ｂｒ３、Ｂｌ１～Ｂｌ３の種類（実線、点線、一点差線な
ど）を揃えて表示しても良い。例えば、層境界線Ｂｒ１’～Ｂｒ３’と層厚グラフの線Ｂ
ｒ１～Ｂｒ３を実線とし、層境界線Ｂｌ１’～Ｂｌ３’と層厚グラフの線Ｂｌ１～Ｂｌ３
を点線とする。
【００４９】
　以上で述べた構成によれば、基準となる層境界に対して異なる複数眼の複数の層厚を１
つのグラフに視認性良く表示する。そのため、異なる複数眼の層厚全体の変化と各層との
厚み変化を同時に表示することで、各層の厚み変化の相関を見ることが出来る。
【００５０】
　（その他の実施形態）
　上記のそれぞれの実施形態は、本発明を画像処理装置として実現したものである。しか
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しながら、本発明の実施形態は画像処理装置のみに限定されるものではない。本発明をコ
ンピュータ上で動作するソフトウェアとして実現することも可能である。画像処理装置の
ＣＰＵは、ＲＡＭやＲＯＭに格納されたコンピュータプログラムやデータを用いてコンピ
ュータ全体の制御を行う。また、画像処理装置の各部に対応するソフトウェアの実行を制
御して、各部の機能を実現する。
【符号の説明】
【００５１】
　１００　画像処理システム
　１１０　画像処理装置
　１１１　画像取得部
　１１２　記憶部
　１１３　層解析部
　１１４　表示制御部
　１１５　取得部
　１１６　層厚計算部
　１１７　層厚グラフ作成部
　７００　画像処理システム
　７１０　画像処理装置
　７１２　記憶部
　７１３　層解析部
　７１４　表示制御部
　７１７　層厚グラフ作成部

【図７】
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